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　戦国時代末期に和水町で起こった肥後国衆一揆最
後の戦い『和仁田中城の戦い』を現代に伝えるため
に開催しています。鎧兜に身を包んだ総勢60名の武
者が会場を練り歩き、鉄砲を撃ち、刀を振り回し、
壮絶な戦い様子を再現します。 
　その他、迫力満点の「先陣修羅レース」や地元の
味が満喫できる「楽市・楽座コーナー」、豪華賞品
が当たるおたのしみ抽選会など楽しいイベントが盛
りだくさん。ぜひ戦国時代を感じにお越しください。 

■と　き　　2月10日（日） 
　　　　　　午前9時30分～ 

■ところ　　和水町多目的広場 
　　　　　　 （和水町役場三加和総合支所裏） 
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オープニング 
春富保育園…………「せせらぎ太鼓」 
あおば保育園………「舞踊」 
神尾保育園…………「鼓笛演奏」 
山森子ども神楽 
岩尻神楽 
子ども先陣修羅レース 
和水町青年団　肥後にわか 
特別出演　「葦北鉄砲隊」 
南蛮毛物語 
武者行列と一揆の再現 
『和仁軍　対　豊臣軍』 
先陣修羅レース 
津軽三味線演奏 
みかわ太鼓「先陣の譜」 
お楽しみ抽選会 
無病息災・五穀豊穣祈願 
「紅白もち投げ」 
閉会 

問い合わせ先 
和水町役場　三加和総合支所　経済課 
�0968・34・3111　　内線732

戦国の荒ぶる魂を呼び起こす！！ 

戦国肥後国衆まつり 戦国肥後国衆まつり 第31回 

　　　　　　　　司会　黒木よしひろ・ちあき 
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History
TOWN

町 史 
菊水町史 
販売のお知らせ 

和水町教育委員会　町史編纂室 
�0968・86・3131

町
史 町

史 町
史 町

史 

1
2
3
4

『菊水町史』好評につき残りわずか 
　平成13年度より実施してきました、『菊水町史』全４巻が完成し配本をおこなってい
ます。好評につき『絵図・地図編』は完売、『通史編』『資料編』『江田船山古墳編』
とも残りわずかとなりました。購入希望の方はお早めに教育委員会まで連絡いただきま
すようお願いします。 
※申し込み済みの方については、順次確認の連絡をしています。 

「江田船山古墳」のすべてがここに 
　　　『江田船山古墳編』　Ａ4版 
　　　　　　総頁数374頁……………価格5,000円 

　いまよみがえる地域と先人の歩み 
　　　『通史編』　Ａ5版　 
　　　　　　総頁数1367頁 …………価格4,000円 

　先人の歩みを刻み込んだ膨大な資史料 
　　　『資料編』　Ａ5版　 
　　　　　　総頁数1268頁 …………価格4,000円 

　わが町の歴史と現況をビジュアルに体感 
　　　『絵図・地図編』　Ａ3版　 
　　　　　　総頁数152頁　オールカラー…完売 
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昨
年
11
月
３
日
、
皇
太
子
殿
下

が
育
樹
祭
で
熊
本
に
行
啓
さ
れ
ま

し
た
。
５
日
に
は
鞠
智
城
に
御
視

察
さ
れ
た
際
、
先
導
を
仰
せ
つ
か

っ
た
菊
水
町
史
編
纂
副
委
員
長
の

大
田
幸
博
氏
（
県
立
装
飾
古
墳
館

館
長
）
を
通
じ
て
、
『
菊
水
町
史

　
通
史
編
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献
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後
日
、
和
水
町
か
ら
皇
太
子
殿

下
と
大
田
氏
の
母
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で
あ
る
学
習

院
大
学
史
料
館
へ
『
菊
水
町
史
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全
４
巻
を
寄
贈
し
た
と
こ
ろ
、
11

月
27
日
付
け
で
館
長
か
ら
お
礼
の

手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
紙

に
は
「
皇
太
子
殿
下
が
ご
来
館
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
寄
贈
の
『
菊
水

町
史
　
全
四
巻
』
を
ご
高
覧
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
皇
太
子
殿
下
か

ら
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
・

第
十
四
号
』
を
お
送
り
す
る
よ
う

に
仰
せ
つ
か
ま
り
ま
し
た
。
」
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
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『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
・

第
十
四
号
』
は
、
皇
太
子
殿
下
の

論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
籍
で

す
。
ま
た
、
担
当
職
員
よ
り
「
殿

下
が
ご
覧
に
な
れ
る
よ
う
、
し
ば

ら
く
殿
下
の
お
部
屋
に
配
架
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
」
と

の
添
書
き
が
あ
り
ま
し
た
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『
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水
町
史
』
が
、
皇
太
子
殿

下
の
研
究
室
に
配
架
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ご
高
覧
い
た
だ
け
る
こ
と

は
誠
に
喜
ば
し
く
名
誉
な
こ
と
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 


